
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            
 

 

 

 

 

 

           

 

 

  

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 

 

 

 

 

６月の行事予定 
１ 月  【4～6年】クラブ（15時30分下校） 

【１年】歯科健診【２・６年】朝の読み聞かせ 

２ 火  尿２次検査 

３ 水  児童集会 

４ 木  【１年＋抽出児童】眼科検診 

５ 金   

６ 土  土曜参観（２・３時間目） 
７ 日   

８ 月  土曜参観 代休 

９ 火  プール開き 

１０ 水  ５時間授業 

１１ 木  【３年】歯科検診 

１２ 金  【１年】遠足（北公園） 

【６年】北千里高校 部活動体験 

１３ 土   

１４ 日   

１５ 月  【4年児童会・5/6全員】委員会  

１５時１５分頃下校 

１６ 火   

１７ 水  【５年生以外】４時間授業 

【５年】林間学習（滋賀・高島市）  

１８ 木  【５年】林間学習（滋賀・高島市） 

１９ 金  【５年のみ】４時間授業の日 

２０ 土   

２１ 日   

２２ 月  【4～6年】クラブ（15時30分下校） 

【５年】歯科検診 

２３ 火  ひまわり学級懇談 

２４ 水  【３年３組】研究授業 14時３５分頃下校 

【３年３組以外】    １３時１５分頃下校  

２５ 木  ひまわり学級懇談 

２６ 金  ひまわり学級懇談 

２７ 土   

２８ 日   

２９ 月  【３・４年】朝の読み聞かせ 

ひまわり懇談会  

全校集会【１４時４０分頃下校】 

３０ 火  【６年】歯科検診 

吹田市立藤白台小学校 学校だより ６月号 
令和８(2026)年５月２７日 

住所：吹田市藤白台３－３－１    電話：６８７２－０３６６ 
URL:http://www2.suita.ed.jp/school/es/32-fujisiro/ 

≪学校教育目標≫ 

〇自分の夢を持ち、実現のために努力する心豊かな人を育てる。  

〇仲間と力を合わせ、明るい未来を築いていける人を育てる。  

 のび太くんについて 
学校長 速水 素子 

 

 昨年から全校集会でドラえもんの話をしています。子どもたちに伝えたいこ

とを考えたあと、なにかドラえもんの話の中で似たようなものがないか、必死

で探します。これでいこう、と決めたら次にその話をパワーポイントにまとめま

す。全校集会では、子どもたちがドラえもんの漫画を見ながら、私が伝えたい

メッセージを聞けるようにしています。私の話術の貧しさを、ドラえもんの魅

力で埋めているわけです。でも、これを続けていると、子どもたちが次の話を

期待するようになってきて、「次の全校集会の話はなに？」と聞いてきて、しめ

しめと思っています。 

 

 ドラえもんは登場人物が学校の縮図のようです。ステレオタイプですが、いじ

めっ子のジャイアンがいて、自慢しいのスネ夫がいて、やさしいしずちゃんが

いて、勉強ができる出木杉くんがいて、そして勉強も運動もダメなのび太くん

がいます。 

 私は、子どもたちに「のび太くんが大好き」と言っています。のび太くんはダ

メなところもいっぱいあるけれど、いいところもいっぱいあることを知ってほ

しいからです。たくさんのお話の中には、のび太くんの素直なやさしさ、自分

の否を認めて行動を変える姿、相手を理解して助けてあげられる強さ、などを

感じます。勉強や運動ができることはもちろん素晴らしいけれど、のび太くん

のこういった資質も同じぐらい素晴らしい。むしろ、今の子どもたちに欠けて

いるのは、のび太くんのやさしさや強さ、相手を受け入れる度量なのかなと感

じています。 

 

 昨年度はのび太くんに習って、「自分が間違ったことをしていたら、行動を変

えよう」ということを、いろいろな場面を通じて子どもたちに話してきました。

今年度は、「相手を理解して、どんな子とも仲良くする」ことを、のび太くんの姿

から学んでほしいと思っています。やっぱり、様々な子と仲良くするためには、

まずは相手のことを理解して、いろいろな子がいるということを学ぶことが大

切です。学校は社会に出る練習場ですから、小学校のうちに気の合わない相手

ともつき合う方法や、自分との違いを「おもしろいな」と思えるようにしていき

たいです。 

 

   ６月 ４時間授業の日 

５時間目終了後、全校集会を行います。全学年、下校時

間が以下の通りとなります。通常とは異なりますので、

ご注意ください。 

■日 程   ６月２９日（月） 

■下校時間 １４時４０分ころ 多少前後します。 

以下の日は４時間授業の日となります。給食を食べて 

から１３時１５分頃下校します。 

全校集会の日 （下校時間変更） 

 授業アンケート 

保護者の皆様のご意見をお聞かせいただき、教員が 

自らの意欲・資質能力をより一層高めるために授業 

アンケートを実施いたします。お子様の普段の様子や 

授業参観の様子を参考にしていただき、保護者の方が 

ご記入ください。ご多忙の折、お手数をおかけいたしま 

すが、ご理解、ご協力よろしくお願いいたします。 

 

■日 時  ６月下旬  後日、案内とともにアンケート 

用紙をお配りします。 

日 程 学 年 備 考 

１７日（水） 全学年 小学校教育研究会のため 

１９日（金） ５年生のみ 林間学習に伴う授業時間調整のため  

２４日（水） ３年３組以外 研究授業のため 

 

学校だよりでは、普段の時程と異なる日の下校時刻を

記載して、さくら連絡網でお知らせしています。しかし、

昨今の不審者対応の時勢を鑑み、ホームページ上では黒

く塗りアップすることにいたします。 

また、電話での問い合わせの際も、お子様の在籍の確

認をさせていただき、匿名での問い合わせにはお応えし

ないことといたします。悪しからずご承知おきくださ

い。よろしくお願いします。 

下校時刻記載についてのお願い 
 

http://www2.suita.ed.jp/school/es/32-fujisiro/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 程 行 事 備 考 

１日（水）/ 13日（月）～16日（木） ４時間授業 13時15分頃下校 

17日（金） 終業式 ３時間授業 11時20分頃下校 

７月行事予定 

デジタルシティズンシップ教育（DC教育） 

 吹田市では令和３年度より全小・中学校でデジタルシティズンシップ教育（以下DC教育）に 

取り組んでいます。DC教育は、子どもたちが ICT機器やインターネットを活用し、よりよい生活を 

送れるようになることや、社会に参画するために必要な能力を付けるための教育です。 

◆ICTを活用するときの軸となる考え方として 

① インターネットの世界は公共の場であること 

② ICTを責任をもって積極的に使う 

③ 相手の立場に立って活用できるように の３つの柱を設定しています。 

◆授業の例 

  【インターネットを使うときのやくそく】  【デジタルの足跡】   【それってネットいじめ？】 

【責任ある発言ってどういうこと？】  など、学年に応じたプログラムをもとに、年間数回の授業を行

っています。本校でも毎年、いろいろな学年で SNS やインターネットを介したトラブルが起きていま

す。インターネットは正しく使えば、楽しく、便利で生活を豊かにするものです。使い方・向き合い方

等について、ご家庭でも管理・指導をお願いします。 

吹田市内の全小・中学校では「いじめ予防」の授業に取り組んでいます。 

これは、子どもたちが授業を受けるにつれ「TRIPLE-CHANGE」と名付けられた３段階で変容して 

いくように考えられたプログラムを活用したものです。 

 

1st change シンキングエラーを正す 

■いじめとはどんなことか、いじめが深刻化するときの「力の差」 

（アンバランスパワー）や「間違った考え」（シンキングエラー）など 

いじめについての正しい知識を学びます。 

 ■エピソードから自分の中にあるかもしれないシンキングエラーについて 

考えます。 

 

2nd change 行動を起こす 

■ いじめ被害を受けたときや、いじめがあることを知ったときにどのような 

行動をとればよいかを確かめ、行動に移せるように学んでいきます。 

被害を受けたとき             いじめかもしれないことを見たり、聞いたりしたとき 

○や めて、と言う             ○や めて、と言う   

○は その場を ○は はなれる         ○は いじめられている子と一緒に その場を ○はなれる 

○た 周りの大人に ○た すけを求める   ○た 周りの大人に○た すけを求める 

 

３rd change 集団を変える 

■ いじめのない集団（クラス・学級）を作るための具体的な行動について考えます。「HERO」 

○H elp     「友だちを助ける」「助けを求める」  

○E mpathy   「相手の気持ちを考える」   

○R espect    「相手を大切にする」   

○O pen-mind 「心を開く」 

  

いじめはどの学級・学年でも起こりうるものと捉え、早期発見に努めるのはもちろんのこと、起きてし

まったことに対しては、「いじめは絶対にゆるされない」との認識のもと指導していきます。 

また、問題が起こったときは、児童が今後どうしていくかを考えることがとても大切です。いじめが疑わ

れる事案が起きた際は、保護者の方と解決に向けての取り組みや子どもの成長につながる取り組み

を一緒に考えていきたいと思います。どうぞ、よろしくお願い致します。 

今後も子どもが「いじめをしない、許さない、見過ごさない（傍観しない）」心情を持てるよう 

ご家庭と連携し、指導を進め「いじめが起こりにくい学校づくり」に取り組んでいきます。 

いじめ予防・プロジェクト授業 

デジタルシティズンシップ教育・いじめ予防プロジェクト授業のどちらか少なくとも一つ

は今年度の授業参観・１日公開の中で行います。ぜひ、ご参観ください。授業の予定は

学校からのお便り、または学年・学級から連絡をします。 

生活アンケート (児童) 

          下記の日程で「生活アンケート」を行います（学校で児童が回答） 

これは、学校や家庭でまだ話せていない、あるいは話しにくいと感じている 

児童の悩みやトラブルを見落とさないために、学期に１度行っているもの 

です。アンケートで把握した悩みやトラブルについては、丁寧に話を聞き、 

内容に応じて、ご家庭と連携し解決に向けて対応・指導を行います。 

ご理解とご協力いただきますようお願いいたします。 

■日 時 ６月１日～１２日（金）  

 


